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支柱の高さが薯預の成育，零鈴子の

着生蛇ぴ、に枚量に及ぼナ影響

津田英吉・八鍬利郎

(北海道大差善良型部園芸基準第一致室〉

The Effe.ct of the Height of Support on the Growth， 

Aerial-tuber Setting and Yield of Chinese Yam 

By Eikichi Sawada and Toshiro Yakuwa 

1.緒 言

薯預類は益性杭物で，その栽培に蛍つては竹

その他の支柱を立てるのを二、古過とする。

瀬川氏9)は， ムカゴを月j いて支柱の有力!~と新

生普の収75; を比較した結果，支柁を=~~':てた場合の

方がはるかにんなる収査を示したと干nじている。
原川氏2)は， r支住は!hJ過ぎると零徐子が多
く付き地下の太りを守する故，地上 3パ程度にII二

めた方がよい」と述べ，飛正~}氏3) も同様に 3， 4)ミ

が泊首であるとしとの原|司は「恐らく葉而に封

する光紘の常射?をの闘係であろう」と報じている。

支柱のi前iさは3，4尺が過賞であるとiliベた文

献はその他にも 2，3 .~!受けられるがP6310〉とれに

闘する詳細な研究は未だ見ないととろである。

元来~性杭物は他物に纏錯するととによって

同化葉而杭を空間的に臨め，光線の投射，空気の

流通も良好とたるであろう;fii.は否人の容易に二Jきえ

得るととろで，支柱は或る限度内で悼iい方が薯預

の設育も旺盛になるのではあるまいか。

又ととに-%すべきはムカゴの着生に闘する

|問題である。

ムカゴは通常初夏の頃から葉肢に形成される

が， I!lil場に於て自然欣態の下に於けるムカゴの荒

生紙況をよく観察した結果， との荒生は珪のR下

せる部分に始まる.f]i.が明かとなったf〉器

かくの女nく主の方位がムカゴを着生せしめる

主要た街動となり得る，J$/:i:玩に貰験的にも詮IIJjし

得た。即ち，江刺氏1) は薯預の~の方位を入信的

に下万又はノk千方向に誘致する事により容易にム

カゴを荒生ぜしめ得た。叉従来ムカゴの形成には

短日が最も大なる影響を及ぼすものと考えられて

いたが，とれば決定的な僚N'とは考えられないJ2〉
それ故制度に治iい支柱を;興えて珪が成一育中途

で1ffi下するととなからしめた場合は，ムカゴの着

生は慌少であろうし，支柱を 3尺jう至6尺にして

成育中途にlbzE下する棋にした場合は，可成り
のムカゴが着生するものと考えられる。而してム

カゴは塊根と同様の成分を有する肉質の養分貯蔵

器官であるから，ムカゴが多く着生した場合は，

それだけ塊根に蓄私される養分が減歩・るととにな

るであろう o との fIl.を裏付けるものとしてはr'c~j亀

氏の弐の如き報責がある。即ち， r7月中旬に著
預の望を地中に埋めると，ムカゴが非常に大きく

なったが，その株の新薯のll-i:さは標準の約竿分し

かなかった。又，着生したムカゴを小さい時に除

後この事に闘しては， ~正に?事国語;，昭和 26 年春季園芸基準舎に於て述べたところである。



208 北海道犬猿差是感古1¥紀要

去すると新著の肥大は良好となったJ。

かくのたlく支荘の尚さを異にじた場合，ムカゴ

の着生数量¥1:.');:ょを生ヒ， とれが収量¥1:.及lま、す影響

なも見逃すととは11はえない。

本質験はかかる WlJ~弘iiから紐々なる支柱の高さ

が薯韻の成育註び、に牧長に及ぼす影響を1日祭じた

もので， !IJ成り i明瞭な傾向を失¥1り得たので， とと

に報{J~.ーする次第である。

II. 費験材料及び方法

1. 材料及ひ賢験場所

19501，1ミキu悦Tli白石産の長薯を75gのタJ芋とし
8001lfウスプルンi々に30分11IJ1呈漬したものを紐著

とした。 Il¥il場は北海道大J準決伊f部国主主第一教室附‘

民j鋭菜闘の a音1¥を使J1Jした。

2. 費験方法

支柱のitiiさを具にせる;j(の如き 4匝を設けたo

A匝 18尺の支柱を輿える。

BI正 6)ミ F

C匝 3)ミグ

DI必: 支柱を興えや，最初Jから111Ji，i}せじめ

る。

以上は側杖の放任じた場合で、あるが，更にそ

の芥々に側伎を哉は次第切除した凶を設け A/，B/， 

C勺D'ldiiとした。

19ij体3訟は各面10自体とし， IitlJrii 8)乙株li¥l2.5

尺に取り支桂にはN~0.6 cmのゴ{ドをmいた。 Iflij
場企:是正はお良 1に示す如くである。

篤農1. 問主易会 J詮

3. 韓蓄の植込及び麓芽

紐薯は 5rJ 29 EIi昆SH"l砂rfr~1IR;ft(J: L， 6 n 7 
日I1Ii1場¥1:.杭込んだ。

各lÓJ~~に於ける琵芽~J~況は第 1 去に示す女11 くで

あった。極薯杭込み常時の認候が不I1民で，土壌の

乾燥著しかったffS殻芽は可成り不揃いで、，各凶共

7 rJ1;JHOに始まり中旬に最raHmを家主て 8Jl上旬に
経っているが9 その)たがりの松度は各極共同誌で

あったから以下の比較視察には~I;::支えないものと

思う。 il'，)，不登子株及び、設芽賞百が!げにlliれた株

は調査の|採に除外じた。

第 1章受 各hI1~の日 HWi手のま査予.J'個M，:鍛:

B， B/I孟

4.施肥

7月14日vc1筒f何百り魚肥 300，ill;以前走行

決 10'JJ， 1臨化力I1m.80の告IJ合で施1___，!Ii{í~ く鋲~l'~し

7ζ。

5. 調査寝閏

詳京i1H土質験成績のよ兵で、その者1¥度迷ペるが，大

{Æ(;j(の:rJ~ 日~1:. )}(tき Jf}?Ð~Eじた。

a. )或育具JJlk¥Jrjrに於ける室主!?の設育及びムカ

ゴ着生j}rJ始時W)j

b. 収陸'[1前の窓葉区及び官iJ数

C. 収陸時に於ける極薯生JF(及び1吃.f{
d. 新生著の:Btさ，杭舵，及び日;室:

III.費験成競

A. 地上部の殻育立主び!こムカゴ鷲

生開始時期

1. :Lぐ支柱匝 (A，Nl亘)に於けるrJl;¥lの{iII

長及びムカゴのj庁生

18 凡支柱i盃に於ける~8~ 1fの frll長 ~7 月 27

日より 9!J 1二ド10の{rlr長千三Ir:迄 3H f11:f:に;WtιL
Tこ ~iffよ1~1主出 11副の:tm くであった。 とれ乞見る

¥1::設iF首干すjより 8H下'riJi主は， そのfifll乏法度に



の)頁端に速する迄には夫々 14-17日及び7-9日

を要した。

而じてそれ以後に護育した韮が垂下し始める

と， その{Itl:長・速度は:.1:i般に衰え，やがて先端部は
枯れ始めるが， とれと前後して重下後10日日頃よ

り斐のE下部にムカゴの着生が認められた。(お

民2)

一方直立せる部分の節からはとの頃よりfJ!tl杖

の2:惑な護育が見られた。
今 8月2日に於ける各匿の護育位

びにムカゴ着生JIJ¥況を示すと第2去の

如くである。民lち， B i亘では蔓の先端が

:illi下し始めてから多いもので6日しか経

ていないので，ムカゴの形成は未だ.>Lら

れないが， C匝に於ては垂下後岐に10-

16日経過したものがるり，とれちには垂

下した珪の先端部にムカゴの着生が認め

られた。

以上は側校放任匝に就いての詑l切で

あるが，側杖切除直も同様に斐の垂下後

10日口頃よりムカゴの着生が見られた。
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大主は認められないが，平均気温が 20
0
C以下とな

る9月上10(最低気温15
G

C以下)に至りて親韮の

護育は急激に衰え 9月中旬以後は殆んど付1長は

停止し，やがて先端部は枯死した。との際101日!休

中3側体は 18尺支柱の殆んど先端に達していた。

側枝の護生は 8月中旬よ U下部の節位に始ま

ったが，その後先端部を除いた各節から生じ牧

催時には中間部が最もよく繁っていた。
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8月2日に於ける各!瓦の地上郊の妥

育及びムカゴ着生!伏況

O 
0-15 
(m=4.9) 
6-12 
(m=9.2) 

O. 

O 
0-12 
(m=3.4) 
0-17 
(m=9劫

持 D及びD/(亙に於ては節句せる貌蔓の部数

3. 初旬匝 (D匝)

D~に於ける親斐のf1 l 1 長強度は最初jから緩慢

で・あったが，ft!tlt之の琵生及びムカゴの着生開始は

故も平く 8月2日には就に米粒大に肥大したム

カゴも見られた。

乙とに興味あるととはD匝に於けるムカゴ着

ムカゴ
の着生
せる
節鍛

O 

第 11，品に於て興味あるととは側i伎を切除した

A'匝の殺l蔓も側杖放任のA匝と全く同様の{Itl長

曲線を示したととで，側杖を除去するととにより

私;認の付IJ，.{;が促進される椋なととは認められなか

った。

共にムカゴの着生月JWè乞見るにA 匝の華j~主に

は故後迄ムカゴの形成は認められなかった。唯，

fWI伎のみに 9HJ二1;]より{主かのムカゴが着生した

が，之噌:は他の匝に比して制めて小さく，その大

なるものでも小豆大程度に肥大したに過ぎなかっ

た。克も親王Eから鼓生する側校はl主ちに支柱に纏

践するととなく，多くは一度側方に虫下して後附

近の支柱に纏践を開始するものであるから，との

部分に技みを生じとの事がA匿の側杖にムカゴ

を生ぜしめた一要因と与えられる。又9月以後に

は低温により杭物体は老衰し，養分の¥¥0主流は不u1i

j授となるから， との時期にはムカゴが着生し易い

ものと考えられる。

2. 恒支桂国(B匝及び、C匝)

BWi及びC凶に於ては，後芽した私廷が;支桂

A(丘及びA/r;.. 於ける貌蔓の伸長曲線

垂
始
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第2闘 C凪及びD~
のムカコ、若生開始

節伎の比絞(主x'r二
は節位を示ず)

C¥3bA:還の先占;;aからム
カゴ者生

Drr;. :先端r1'l¥7節はオミ
だムカゴの手主主

l立見られなν、。
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20 

及び、D匝の一例を示せば第 21llilJの女nくである。

B. 牧穫

1. 地 J二部

収穫時に於けるムカゴの若生!IJ，況に闘しては
遺憾乍ら教的訊j在を111.'>得なかったが，着生j}:mi
時期]は前誌の如く D匝設も平く以下C，B，AI匝の

11院で， A直に於ては慎かに{T!tli'主にノj、立大のムカゴ

が着生したのみ、で、他匝によじじ著しくノj、で、あった。

掠てi地血J土上?二.部にB開日削I〆てJはまZ挙草宗立:葉が全く琵←白古‘を{伴与主I
しし， ややf鑓楚色し7たζ1刊O}ト月J下f句1]1に乙互草Eの根元から切陸断iじ
て親E草Eの閉節j致， 長さ2及之び

その品余斜結i吉lf月果Lば ，:i{~ B~4 

表及び、第3-5J品!の

がlくで、あった。

多くにその各々に

就き設i明する。

a. 親琵の部教

及び、長さ:一収陸時

に於ける私1.~の葉t指

数及び、長さはA Wt~に

於てりに大で B同と

れに;jくぎ， CG豆及び

D 匝UHにはブミエ\~カ 2 な

かった。 11/lち， A u亘

の平均実在~[î裁を 100

とするとB匝以下は

クミ々 50.3，29.1， 33.8 

210 

鶏翼2. 6尺支柱!孟の税蔓，illi下itl¥に
者生せるムカゴを示す(矢印)

生開始のむrif立が他の固とやや異っていたととでる
る。即ち， B匝及び、C匝に於てはムカゴの若生l主

主下せる草の先端部より始まり，その頃収草は岐

に殻育を停止していたが， D匝に於ては珪のI:t位

部より717生が始まり，との時期にも先端部はikJ僅

かづっ{rtl長を続けていた。 8月2rHc於ける C同

rifi;~ 

.!J5c*まtJ寺に於ける税蔓の箭淑:及び長さ第 3表

D' 

23.9* 

31.6 

23.9 

(U主立せる
ト I'ifli分の節数

量l垂下せる
~I 自1\分の部数
主!
三さイ 討
にJ I 

z i指数
数|
l側伎の変生
Lした節主i‘

142.7 蔓鳶f貌
長し旨 32.7 

公 DL亘2えてFD1 Gft;~に』きでは節句せる主主の節型士会示す。
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第 4表 J¥!c穫時に於ける各区のZ産業重比較

よL
鏑 庭 哩ェ w;. 

A B C I D I A〆 IB' I c D' 

税蔓重量 (g) 267.5 136.0 117.5 75.2 290.8 140.6 106.2 74.2 

側技量量 (g) 421.0 367.2 306.3 285.4 一 一 一
計 (g) 688.5 503.2 423.8 360.6 290.8 140.6 160.2 74.2 

t¥1 重主 100.0 73.1 61.6 日2.4 100.0 48.4 36.ラ 25.5 

となりA匝はB匝の約2佑， C，'D匝の 3倍以上の

節を生じたととになる。親!iEの長・さに於てもA匝

を100とするとBjgi以下は夫々 54.1，34ふ 34.5と

なり節裁と全く同様な傾向が見られる。

とれは A~ では 18 尺の長い支柱が興えられ

たので9月中旬の低温により護育が停止する迄充

分にやI1長出来た震と考えられる。
とれに到して Bl高及びC匝は支桂の頂flitに主主ー

した後は廷の車下と共に{fll長は衰え，やがて護育

は停止したので、殺直はその支柱の高さに怯じた{中

長しか出来なかったので、あろう。

D医は最初から蔓の1fll長速度は緩慢で、あった

が C匝と殆んど同様の設育をした。

側杖を生じた節敢もAjgiが最大で B匝， D国

の順でとれに続き C匝は最小で・あった。

が1，側主主切除匝に於ても実節敢，1E長共に側

杖放任直と殆んど同様の{頃向が認められた。

b. 地上部主主葉主:一室葉重の測定結果は第

4表及び第 51品lに示す如て A匝が最大で， B， C 

匝の順に1]、となり， D匝は最小でるった。即ち，

総豆長;はA直を 100とするとBl盃以下は夫々73.1

61ふ 52.4となり， f則牧草では夫々87.2，72.8， 67.8 

crn 

4併)

現lO

ヨm

IIMI 

。

第3個室長の服(髭;11間関)
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となる。

草案の護育程度

は新著の肥大に最も

特接な関係を有する

ものと思われるので，

上の結果を更に検討

すべく輩葉.草に就い

て分散分析を行った。

その結果は第5去の

通りである。

U~ 5表に就いて見るに分散比Fは 10.74で，

とれは F表 nl=3，ng=30に於ける 1%水準4.51

70 

縦》

的

40 

割》

20 

10 

。
s C D 

第4閏葉節般の比較

A 

71M' 

001 

:'1岨
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3t地

oo[ I I I I 11 u ~且
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第 5園地上部重量の比l車交

第5表翠葉重の分散分析表

要因|平方和恒空出土竺~.l!竺
I可1534，014.08'， 3 1178ρ04.691 ..【.
内 1497，001.76: 30 16，566.73 

計 11ρ31，015倒 33

匝

民

総
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より遥かに大きいか

ら匝間以pち，文粧の

市さに防!しては字干し

く千f~なjl号異が認め

られる。即ち，上;主

の支柱の高さによる

京葉!Rの禿は推計撃

的にも石意義である

乙と泊>~'IJ る。

2. 地下部

新暑の収穫は11

月中旬に行い，和暑

の牧穫後生京，乾京

及てJ'新著の7IT生数，

北海道大串良県派紀要

ιιi寸子-l-t-iF了 lパ:/1tEV

!?な|73[321;:;:|;:;刊で:;|;;;;[;:1172
ァτltJ21J:;;|rti8::;lJ21z 
rb121:i引払引8zj引引!?;:;

長さ，横符， ~~f( j立を測定した。その結果は河川去

及び第 6~8Ii;'fl の如くで・あった。次にその件々に

就き詑I列する。

a. 杭薯:ー和喜に時!しではその111.1休InJの

完異が大で‘ある岱，土1'"均fI¥i.のみでは比較H'，来ない

とJJ!.'5。即ち，p匝及びD'踊に於て生lP.:，乾'f(共
に大きいが，とれらは例外的に大なる 2，3引lil休が

入っている結果であり，又とれら例外的なものを

除いても各匝I}日に一定の傾向はつかみ得なかった。
b. 新著の大いさ:一新著長に:於てはA1Mを
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第6回新薯様径の比較
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第 7圃 新薯の長さの比絞

可成りの:-;ì~:が見られたが，とれば支柱が低い匝に

於てはおiI，V.!のみでは薯の付I長ーも充分に行い得なか

った岱と忠われる。

C. 新著Hi:量の比較:ーさて，栽培の日的と

戸
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100とする時B，C，D匝は夫々 94ム 95.8，9i.i 

でAl&iが最えであるが他匝との間に大売は認めら 酬

れない。而して棋451ではAl¥認を 100とするとBlg

以下は夫々 94.3，80.8， i5.iで明瞭にA，B， C， D 

匝の順に大なる傾向が認められる。即ち，支柱の 2川

正:)さによって折薯の付1-0;:には大栄なかったが肥大

はI切らかに支柱の高い方が良好で、あった。側校切

除匝では長さに於ても A，'B〆，C/，D'匝の順に大で
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第8圃新薯重量比較
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する新書・の重量:1えびその比率を見るにA凶を 100

とするとB匝以下は夫々 76.1，60.4， 52.2となり，

又側校切除匿に於てA〆磁を 100とすると Bノ匝以

下は犬々 56.5，28.3， 19.2となり， r切らかに A匝が

最大で B，C，D匝のII[買に小となる。各国間の71そが

側杖切除匿の方が大であるのは萩1蔓のみが:主rr著肥

大にるづかる事を思えば首然のととであろう。

かくの如く長薯の牧量は地上部草量と同様，

支柱の高い程大となり，本寅験では18尺直に於て

は6)ミ医に比し約 3.1割， 3R直に比し約6.5害Ijの

増牧が得られた。

又18J{匝に於て側杖放任匝を 100とすると，

側杖切除匝は66.8で、あった。

EヂCに第6去の新著3R量に就いて，更に検討す

る矯，分散分析を行って見ると第7去の通りであ

る。
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第7表新薬草t量の分散分析表

因| 平方和 |自由度| 分散 |分散比
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~Ç7去を見るに分散比Fは 14.27 でとれは F

表向=3，的=30に於ける 1%水準4.51より遥か

に大きく，垣間の禿は高い有意性を示す。即ち，

支柱の高さを異にする場合の匝間の新著:m量の3Cj
は推計事的にもiGfiい有意性を千fするとととなる。

IV.考察

従来薯預栽土庁に於ける支桂の前iさに闘しでは

殆んどのえ献が 3尺乃至 4尺科ュ度に止めた方がよ

いと述べているととは結言に於て述べたが，その

まnuflとして原r:rr氏は「支柱が高過ぎるとムカゴが
多く付き地下部の太りを守する故」とし，又飛正:J

氏は「葉市iに封ずる光線の岱射芳;の聞係で、あろう」

と述べている。

然るに木賞験の結果を見るに18)との治iい支柱

を興え J 珪を充分に1~J長せしめた場合の方が地上

部の護ー古，新著の肥大共に最も良好で、 6尺支桂

匝 3パ支柱匝，初旬匝の順にノj、となった。
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μIJち， A匝を 100とすると， B1亘， Cj遁 D

匝は地上部主〔では犬々 73.1，61ふ52.4となり新著

草では 76.1，60.4， 52.2となる o

そしてとれら各匝聞の諜は，分散分析を行い

検討した結果推計串上，首iい有意性を示した。

光一夕、ムカゴに就い.て考察を進めるに，緒言に

於て述べた如く，との着生は斐の垂下部に始まる

のを普通とするが，本質験に於ても 6尺乃至 3

パの1Jlい支桂を興えた匝で、は 8月上ioAEが垂下し
始めるとやがてムカゴの形成が認められ，とれら

のムカゴは肥大著しく通常ソラ豆大となった。

とれに封して18尺の高文桂を興えた A&;:では

最後迄斐が主下する事なく纏繰し， 1ftlj枝に小豆大

のムカゴが僅か着生したに過ぎなかった。

かくの如く韮の垂下がムカゴ着生の主因とな

ることは本質験の結果からも確認し得たととろで

「支柱が高過ぎるとムカゴが多く着生する」との

原川氏の言は同意し難いもので、るる。

向，本質験に於ては薯預本来の性質を知る可

く，可成りの nll~栴，株聞を取ったが極く続植した

場合は，飛高氏の云われる如く，葉面に封する光

糾の賞射量の閥係も二jすえに入れる可きであろう。

しかしてとれがどの程度の影響を及ぼすかは，今

後の研究に侠ちたい。

事預の地上部の護育と地下部の肥大との相開

闘係に就いて三iぎえるに，草葉の成育は 7月下旬か

ら8月上10に最盛期に達し，新著は盛夏を過ぎて

からな激に肥大渡育するものでるるととは一般に

認められているととろである。

札幌に於ても，松村氏5) がムカゴを用いて

新著の肥大過程に就いて貰l験した結果，同様なと

とを確めた。即ちムカゴは5月13日に杭込んだが

「地上部の護育は成育初期に於て著しく 9月上

旬以後は殆んどJ即IJI1を見ないが，これに反し，地

下部は 8月中，下旬より肥大が著しくなり 9月

中旬には最も旺盛な肥大を示した」。

以上の如く新著は童書Eが繁茂L切った 8月下

旬以後に念激な肥大を開始するのであるから，そ

の後の同化生産物は翠変の護育に泊費されるとと

なく，専ら新著に苔杭されるものとZ与えられる。

而して本寅験に於ては前越の如く，との時期
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には就にi会i支柱匝と短支柱函とのi台jには輩葉の護

育t乞大なるヲiEを生じているから， A匝では同化生

花物の主も故も多く ，i足って地下部の肥大も著し

かったと考えるのが安:~~tであると }J!\ う。

とれを裏付けるものとして，地上部と地下部

の主主指数を上げるととが出来る。

第8表地上部及び地下部の重量指数比較

I B匝 Ic民 ID阪
地上部重量指数 I100.0 I 73.1 I 61.6 I 5.'2.4 

地下部重量指数 I100.0 I 76.1 I 60.4 I 5.'2.2 

第8去の如く， A匝を 100とした場合， B匝

は，地上部で、は 73.1地下部では 76.1，C函は 61.6

に60.4， D匝は 52.4に 52.2と夫々 ほほ、主宰しい指

数で示されるのは，地上部の護育が新書の肥大に

箸i接な閥係を有するととを意味するもので興味深

いととでるる。

又鋭支粧直及び){司1;0匝に於てはムカゴの形成

が著しい~，多くの同化生産ー物がムカゴ、に蓄砧さ

れ，新薯にM¥1;危すべき養分がj成歩、るであろうとと
も，とれらの匝の減収の一閃と~えられる。

要するに本賞験の結果を考察するに，著預栽

培に首って，その増収を計るには，資材，労力，

風害その他の闘係で18凡の支柱は不可能としても

出来る範間内に於て高い支柱をfIjいる可きで，従

来一部の人により提唱された如く 3尺程度の支

柱が最も遁設であると云うととは(風害を除いて

は)割論的にも貰験的にも考えられない。

fhJ，永井氏6)は「地上1パ位の底で主草を祁i

芯して徒長を;}Jp制する」ととを主sベて居るが支柱

の高さが限定された場合， 1段位部の空間をよく利

用する震にはかかる集約栽培法も一二jぎすべき問題

であると，目、う。

とのZ百に闘しでは更に今後の研究に侠ちたい。

v.摘 要

若干~!の栽埼に~it~ り支柱の高さが， その成育，

ムカゴの着生位ぴに収量に及ぼす影響を知る可く

18尺， 6尺， 3)ミの支桂及び'iliJ1ミjの 4l?i1iを設けて寅

験し， '"たの如き結果を得た。

l. 75 g の紐持では Ht三に 18J~純度の誌の付I

長は可能で、ある。

2. ムカゴの涜・生開始はi百iJ1，v函が故も!子く，
3 J~ ， 6 J{匝，がとれに続き， 18 K匝に於てはfWJ

枚に保かに五日生したのみであった。

3. との給処からも廷の1Fl下及び水千誘引が

ムカゴ'7tT生の主[:}(!で、あるととが認められた。

4. 地上部，地下部の殻育は，共に18尺支桂

匝に於て故大で， 6)~匝， 3尺匝， ~llJ河原の}I闘に小

で、るった。

‘ 5. 即ち18尺匝の平均111'iを100とすると地上
部の主主指数ほ 6尺， 3尺， 11司旬匝は夫々 73.1，

61.6， 52.4となり， 新著・主量では 76.1，60.4，日2.2

であった。

6. 要するに暮古iの増収を計るには出来る範

lfi.\内に於て文杭の向さ、は ~~!J い右が望ましいととと

足、う。
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Summary 

Jn 1951 an experiment was carried out on the effect of the height of support upon the growth， aerial-

tuber setting and yield of Chinese Yam. In this experiment four different treatments were adopted. 

Plot A: with support about 18 feet heigh 

B: 6 

C: " 3 

D: no support the vine being allowed to creep on the ground 

The results observed are summarized as follows: 

1) As shown in Table 4， the growth of top (weight of vine with leaves attached) became less with 

decreasing height of supports， the growth in plot D ranking the lowest of all: that is， when the growth 

of plot A was taken as 100， that of plots B， C and D was 73.1， 61.6， 52.4 respectively. 

2) When the vine grows beyond the top of the support， it begins to hang downwards. 羽lehave 

observed that the aerial tubers are formed fjrst when the vine takes this inverted position. 

3) Scarcely any aerial tubers were formed in plot A， for vines did not dangle in this plot. 

4) Aerial tubers were found to appear earliest in plot D， appearing later as the height of supports 

became higher until in plot A no discernible aerial tubers were formed up to late in the season. 

5) From thes巴 results，it is evident that dangling of vine is the causal factor to induce the formation 

of aerial tubers of Chinese Yam. 

6) A close parallelism was found between the growth of tops and the yield of tuberous roots: namely， 

when the yield of plot A was taken as 100， that of plots B， C and D was 76.1， 60.4， 52.2 respectively. 

7) Hence， when th巴 yieldonly is considered， it becomes desirable to give as high support as possible， 

a fact worthy of notice in view of the fact that some authors object to such a high support as lowering 

the yield. 


